
京都芸術センターが実施する Co-program カテゴリー B では、アーティストと
京都芸術センターが共同で展覧会を実施しています。今年度は黒田大スケと共同
で、展示『未然のライシテ、どげざの目線』を開催します。

日本において銅像をはじめとする公共彫刻は、ただの彫刻というよりも、そのモ
デルとなった人物と同一視したり、あるいは服を着せ食事を供えたり、最近でい
えばマスクをつけたりと、人格を持った人間のように扱われることがしばしばあ
ります。例えば此処京都芸術センターの入り口にある二宮金次郎像にマスクがつ
けられているように、（最近は靴も履いています。）ごく自然な振る舞いとして日
常に溶け込んでいます。ところでこうした感覚は何処からやってきたのでしょう
か？

本展は、京都市内にある有名な公共彫刻を起点に、彫刻が帯びる霊性、言い換え
れば、彫刻が人格を持った人間であるかのように感じる感覚を、あらゆる実験的
芸術的アプローチによって創造的に視覚化し、彫刻の持つ意味や背景を捉え直す
試みを展示しています。また、会場内では黒田のこれまでのリサーチ等の資料も
併せてご覧いただけます。その彫刻はなぜ作られたのか？彫刻家は何を目指した
のか？彫刻とは何か？彫刻を改めて捉え直し、公共と彫刻の関係について再考す
る機会となれば幸いです。

ギャラリー南 / Gallery South
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*作品にお手を触れないでください。　写真・動画の撮影は不可
Please do not touch the art work.　　 Photo  & video NG.

 《地獄のためのプラクティス》 は黒田が学び手本としてきた彫刻についての作品です。

黒田は自分に身についた彫刻の技術や考え方が、どのようなものなのかを知るために
様々なリサーチを重ねてきました。この映像作品は作者の身体化された彫刻、あるい
は無意識の造形感覚としての彫刻を取り出すために、黒田が複数の彫刻家を演じるパ
フォーマンスを記録したものです。台本などはなく、その内容は、これまでの彫刻体
験と彫刻に関するリサーチに基づいたもので、即興的に演じられています。作中に登
場する動物は全て実在の彫刻家をモデルにしたもので、彫刻家の魂があの世で彫刻を
作り続けている様子が表現されています。具体的には、多くの日本の近代の彫刻家が
手本としたオーギュスト・ロダンが日本の近代彫刻の概観を偲ぶ様子を起点にしたビ
デオインスタレーションで構成されています。そして、個別の物語については地獄め
ぐりならぬ、日本の近代の彫刻の歴史をなぞるように館内各所に展示しています。
芸術センターの建物も非常に趣のある見応えあるものです。各ビデオは 5 分～10 分
となっています。ごゆっくりお楽しみください。

主催：黒田大スケ、京都芸術センター　　　Co-program2020 カテゴリー B 採択企画　

1. 《地獄のためのプラクティス》     

ビデオ、　2020
Performance “practice for the hell”
video, 2020

2. 東アジアの彫刻概念に関するインタビューの AR
＊約３０のビデオを配置しています。
　台を動かしてご覧ください。

1. 《どげざの目線》     
ビデオ、　2020
“Through the Eyes of Dogeza”
video, 2020

2. 《青年の目線》     
ビデオ、　2020
“Through the Eyes of boy”
video, 2020

3. 《子供の目線》     
ビデオ、　2020
“Through the Eyes of child”
video, 2020

ギャラリー北 / Gallery North

会場内が暗くなっています。
足元にお気をつけください。

※本展は京都市内に設置されている近代公共彫刻の持つ視線や視点を探るものです。本展タイトルは高山彦九郎
皇居望拝之像が通称「土下座像」と親しまれていることにちなんだもので、正式な像の作品名や像が設置された
社会背景などが広く知られないままであることをテーマにしているため、あえて通称をタイトルに用いています。

会場は大変暗くなっています。目と体が慣れるまで会場内で座ってお待ちくださ
い。
この会場では「カメラオブスタチュー」とそのカメラで撮影したビデオ「～目線」
が展示してあります。「カメラオブスタチュー」とは、ピンホールカメラの原理を
応用したもので、彫刻の身体をカメラのボディとして用い、彫刻の目から見える
風景を見ることができる装置です。銅像彫刻はその製造工程から、ほとんどの場合、
中は空洞になっています。作者はこの点に着目し彫刻をカメラにすることを思い
付きました。しかし、本物の彫刻を使うことはできないので、資料などからそっ
くりの像を模刻し、これを用いてカメラを制作しました。模刻というものは、粘
土などの素材で既にある作品をそっくりに写し取る方法のことで、彫刻を学ぶ方
法として広く行われてきたものです。模刻は単に形やプロポーションを映し取る
だけではなく、追体験するようにその像の制作者の造形的な工夫や意図なども図
り知れるもので、多くの彫刻家がこれを行い先人の仕事を学んできました。今回、
黒田は図らずも数十年ぶりに模刻をおこなうこととなり、大変苦しみました。人
体彫刻を専門にされている人の目から見れば素人同様の作ではありますが、制作
を追体験することで、像やその像の作者に対する理解が深まり、また、自身から
彫刻が取り除かれていくようで、不思議と彫刻に対する自身のコンプレックスや
思考が浄化されていくような感覚を覚えたと言います。
展示されている映像はすべて「カメラオブスタチュー」で撮影した京都市内の風
景で、像の大きさに応じてトラックや自転車などで運び撮影したものです。今回
モチーフとしたのは、三条京阪駅前の「高山彦九郎皇居望拝之像」（作者：戦前、
渡辺長男・戦後、伊藤五百亀）、京都府立図書館横の「二宮尊徳先生像」（作者：
小倉右一郎、上田貴九丸の合作）、「わだつみ像」（作者：本郷新）で、正式な像の
作品名や像が設置された社会背景などが広く知られないままであることをテーマ
にしているため、あえて通称をタイトルに用いています。

* 作品にお手を触れないでください。　写真撮影は可／動画の撮影は不可。
Please do not touch the art work.　　 Photo OK / video NG.
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【作家によるギャラリーツアー】
出展作家黒田大スケが、展示作品についてお話しするギャラリーツアーです。

日時：2021 年 2 月 23 日（火）11：００～12：００ころ
         2021 年 3 月 20 日（土）14：００～15：００ころ
集合場所：京都芸術センター　エントランス
申込：センターのウェブサイトからお申込ください。　　　　
　　　 https://www.kac.or.jp/events/29699/

カメラオブスタチューとは？

①外光を取り込む
②カガミで反射
③半透明のスクリーンに投影
④カメラで撮影
⑤パソコンで確認
（パソコンは何でもよい。タブレットやスマホでもいける。）

撮影はトラックで！
サイズ：高さ 140、幅 180cm
重量は 50kg～60kg

ーモデルの像ー
三条京阪の駅前にある高山彦九郎皇居望拝之像。作者は伊藤五百亀氏・現在の像は二代目で、最初の像は渡辺長男氏作。

カメラは Sony のα6300 を使用。
レンズは広角レンズサムヤン 9mm。
開発当初はスキャナーを改造したスキャナカメラ
を使用していたが、結局普通の写真しか撮れないので変更。。。

④

③
スクリーンは何でもよいが、
コンビニの袋が一番美しく
映る。トレーシングペー
パーでもよい。

①

カメラオブスタチューの構造（ピンホールカメラの原理）

カメラオブスタチューとは、カメラ・オブ・
スクラ（現代のカメラの原型となったピン
ホールカメラのような光学機械）の箱や部
屋に当たる部分に彫刻（銅像など）を用い
た風変りなカメラのこと。銅像の内に潜む
あるいは像の下敷きになっているような霊
性を視覚化しようと考案された。

彫刻の体はジャスモナイトという水性の樹脂を使用。
表面にアルミホイルを貼って光を遮っている。
黒い色は水性ペンキ。頭部と腕は粘土で
成形し、型取り、そしてジャスモナイト。
体は、ブルーシートとガムテープと木材で
成形し、樹脂を直付けし成形。

★ポイント★
アルミホイルを貼らないと光が漏れ漏れになる！！

②



黒田大スケ / 美術家
1982 年京都府生まれ。2013 年広島市立大学大学院総合造形芸術専攻（彫刻）修了。橋本
平八「石に就て」の研究で博士号取得。2019 年文化庁新進芸術家海外研修制度で渡米。帰
国後、関西を中心に活動している。歴史、環境、身体の間にある「幽霊」のように目に見え
ないが認識されているものをテーマに作品を制作している。最近の展覧会に「本のキリヌキ」

（瑞雲庵、2020）、「ギャラリートラック」（京都市街地、2020）等がある。

１.《オーギュス・ロダンのためのプラクティス》 ビデオ、2021
オーギュス・ロダン （1840-1917）
フランスの彫刻家。19 世紀を代表する彫刻家とされ、『近代彫刻の父』と称される。代表作
にダンテの神曲・地獄編にインスピレーションを受けて制作された「地獄の門」、またそこ
から抽出された「考える人」、「バルザック記念像」などがある。日本では高村光太郎の編集
と翻訳の「ロダンの言葉」を通じて、彫刻家はもちろんのこと広く一般にその思想や芸術哲
学が伝えられた。黒田は、ロダンの「地獄の門」を日本の近代彫刻の象徴的な門と捉えてい
る。彫刻家達がそこを通り抜けて日本を中心とした東アジアに彫刻を建てまくったという空
想が本連作の起点になっている。

４.《金学成のためのプラクティス》 ビデオ、2021
金学成（1906―不明）
中国江蘇省奉賢生まれ。
1930 年東京美術学校入学。1936 年、中華民国人として初の新文展入選。帰国後は改造日報
などの出版社に勤務し彫刻制作からは離れる。日本に留学する前から共産党員として活動し
ていたそうで、その後上海の市長も務めた。金の活動は相当特殊であるが、大正期のカオティッ
クな状況を体現した人物とも捉えられる。金の活動を追いかけてわかることは、当時の彫刻
を志す人の少なさ、彫刻の評価が恣意的で曖昧であること等で、平たく言えばいい加減な部
分がかなりあったようで、ある特殊な目的やバイタリティのある人物にとって格好の隠れ蓑
になってしまったとしても不思議はないということ。そういうわけで作品については取り立
てていうことが無い。同じ頃留学してきていた学生の多くは母国に帰り美術学校を設立し教
育に従事した。

８.《本郷新のためのプラクティス》 ビデオ、2021
本郷新（1905 ‒ 1980）
彫刻家。戦後、札幌と世田谷を拠点にモニュメント彫刻を各地に建てた。戦中は戦争協力も
積極的であったが、戦後は平和の像や各地の様々な出来事を記念するモニュメントを制作し
た。本展で取り上げた「わだつみ像」しかり、彼の作品はなぜか破壊されたり攻撃されたり
することが多い、それだけ多くのモニュメントを手がけているということでもあるが、それ
だけではないだろう。恒久的なモニュメントを立てるということは、ある思想や考えを公共
空間に据え付けるということであり、必ず反対の意見を持つものの憎悪を受け止めることに
なる。私が不思議に思うのは、多くのモニュメントを制作した本心はどこにあるのかという
こと。

７.《金景承のためのプラクティス》 ビデオ、2021
金景承（1915―1992）
京畿道開城府生まれ。１９３9 年東京美術学校卒業。帰国後、朝鮮半島の動乱に合わせて様々
な彫刻作品を制作した。黒田のリサーチのきっかけとなった韓国仁川のマッカーサー像の作
者。マッカーサー像の制作にあたって、彼が留学していたことと、親日であることなどが非
難されたが、仲間の彫刻家達の助けもあり名誉回復し像を制作した。日本の彫刻家の場合も
作るものは同じまま戦前は戦争を賛美し戦後は平和を讃えたが、金も社会情勢にあわせて彫
刻を制作し続ける道を選んだ。先述の建畠を慕い帰国後も母国に招いたりもした。忠良をは
じめとする日本の彫刻家と同じ頃同じ教室で学んでいる。

５. 小倉右一郎（1881 - 1962）
彫刻家。太平洋戦争終結までは軍人や政治家、慰霊碑など精力的に手がけた。戦後は高松工
芸高校の校長を務めた。コンクリートや陶器などのブロンズ以外の耐久性の高い彫刻素材の
活用に積極的だった。ウィキペディアには 1920 年に渡仏してロダンに師事とあるがこれは
誤り。その時ロダンはもう死んでいる。小倉の垂直性の強いモニュメント的な構成や作風に
もその影響は見出しにくい。小倉は、カメラオブスタチューのモデルとした「二宮尊徳先生
像」の作者。この像は正確にいうと合作で、なぜ合作なのか理由はわからない。黒田調べで
は前年に小倉の家が火事になり彫刻道具などが全焼していることが関係しているのではない
かと思われる。

６.《高村光太郎のためのプラクティス》 ビデオ、2021
高村 光太郎（1883-1956）
詩人、彫刻家。高村光雲の長男として生まれ幼少期より彫刻に親しむ。彼が編集し翻訳した

「ロダンの言葉」は多くの彫刻家のバイブルとして読まれた。また新聞雑誌などで彫刻の批
評も旺盛に繰り広げた。彼の批評に一喜一憂する彫刻家は多く、良くも悪くも彼が近代の彫
刻表現に与えた影響は大きい。一方で高村自身の作品は他の彫刻家に比べて決して多いとは
言えない。また渡仏時にロダンに感化されたはずが、残された作品のほとんどは彼が遠ざけ
ようとした高村光雲的な江戸から続く木彫作品である。卓抜な詩人の才能を駆使し言葉で彫
刻を作ったとも言えるだろう。

館内の廊下等にも作品（《地獄のためのプラクティス》）を展示しています。 　　　　　　作品のモデルとした彫刻家についての解説も併せてご覧ください。
館内の作品の配置MAPです。↓

１０.《北村西望のためのプラクティス》 ビデオ、2021
北村西望 (1884 - 1987)
彫刻家。長崎生まれ。筋骨逞しい男性像を多く制作した。長崎の「平和祈念像」で知られる。
戦前は多くの軍人や政治家の像を制作し戦争に積極的に協力した。戦後は自ら売り込み長崎
で強い反発の中、平和祈念像を制作。７０歳の自分の制作の集大成として挑み様々な避難を
受け流し制作完成させた。北村は平和祈念像の傍に自身の詩をしたためている。引用する。「あ
の悪夢のような戦爭 身の毛もよだつ凄惨悲惨 肉親を人の子を かえりみるさえ堪えがたき眞
情 誰か平和を祈らずにいられよう 茲に全世界平和運動の先駆として この平和祈念像が誕生
した 山の如き聖哲それは逞しい男性の健康美 全長三十二尺餘 右手は原爆を示し左は平和を 
顔は戦爭犠牲者の冥福を祈る 是人種を超越した人間 時に佛　時に神 長崎始まって最大の英
断と情熱 今や人類最高の希望の象徴 昭和三十年　春日　北村西望」自分が盛大に協力した
悪夢のような戦争の悲惨さに対して、同じく戦争を推し進めた逞しい男性像で応えようとし
たことがわかる。

３.《佐藤忠良のためのプラクティス》 ビデオ、2021
佐藤忠良 (1912 ‒ 2011）
彫刻家。主に女性像を制作した。衣服や帽子などを用い独特のポーズで構成することで、ひ
と目で忠良の作品とわかるような作風を確立し、多くの後進に強い影響を与えた。絵本や挿
絵なども手がけておりファンも多い。東京造形大学の創設に関わり教授として自らも教鞭を
とり、戦後の人体彫刻の教育の中心的な役割を果たした。黒田の世代では多分、柳原義達、
船越保武、佐藤忠良が彫刻の三代巨人で、作風もそれぞれ個性的。黒田は三人の中では柳原
の作品が割と好き。忠良の作品は表面がツルッとしたイメージもあり、その点揶揄される場
合もあるが、実作は意外とぼこぼこしていて細かなマチエールがある。

２.《建畠大夢のためのプラクティス》 ビデオ、2021
建畠大夢（1880-1942）
京都市立美術工芸学校から彫刻を学び、東京美術学校彫刻科へ編入学し、白井雨山に師事。
作品制作のほかに 1920 年には東京美術学校教授に就任し彫刻教育にも取り組んだ。現存し
ている作品は女性や子供の像などが多く、瑞々しい美しい作風で知られる。黒田は高校生の
時に建畠大夢の「おゆのつかれ」という作品を通っていた美術高校の展覧会で観た。大夢と
いう変わった名前であることと、柔らかで可愛らしい作品であったことからよく覚えていた。
2017 年に韓国の仁川にあるマッカーサー像の作者金景承に彫刻を教えたのが建畠であるこ
とを知る。これが東アジアの彫刻概念についてリサーチを始める契機となった。

９.《渡辺長男のためのプラクティス》 ビデオ、2021
渡辺長男（1874 ‒ 1952）
彫刻家。彫刻家朝倉文夫の実兄。渡辺は軍人像などのモニュメントを盛んに制作した。太平
洋戦争終結までは旺盛に活躍したが、制作した像の多くは金属供出や戦後の G H Q による
銅像の撤去などで喪失し、現存するのは、日本橋の獅子や麒麟像、旧多摩聖蹟記念館の「明
治天皇騎馬像」などで、ほとんど残されていない。本展で取り上げている「高山彦九郎皇居
望拝之像」の最初の制作者。この像は戦時の金属不足のあおりを受け供出された。当時の新
聞をみると壮行式などが催され盛大に送り出されたことがわかる。エレベーター
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ギャラリー南

北館

南館

北館

南館

南館

北館

１

２

３ ４

５ ６

７

８ ９

10

エレベーター

エレベーター

WC

WC

WC

WC

WC

エレベーター

エントランス

グラウンド

ギャラリー北

ギャラリー南

北館

南館

北館

南館

南館

北館

１

２

３ ４

５ ６

７

８ ９

10３階

２階

１階


